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議題 

 

（１） 「MID-NET の利活用に関するガイドライン」の改定について 

MID-NET の利活用に関するガイドラインについて、アカデミア利活用の利便性向上を

主な目的として、データセンターから外部へ移動した統計情報の取扱いの見直し、及び論文

の査読結果待ち等に伴う利活用期間延長の取り扱いの見直しを行う方針を説明し、了承さ

れた。また、「利活用契約者」の定義をあわせて見直す方針についても説明し、了承された。

なお、上記方針を踏まえた改定案は、次回有識者会議において審議を行う予定である。 

 

報告事項 

 

（１） 活動報告について 

MID-NET の利活用実績及び令和６年度に実施した MID-NET の利活用促進等に向けた取

組について報告した。また、MID-NET を含む製造販売後データベース調査全体の実施件数

が伸びていない現状についてもあわせて報告した。 

委員からは、電子カルテ情報共有サービスで共有される情報の二次利用基盤が検討され

ている状況を鑑みて、MID-NET と他の公的データベースとの統合解析を将来的に可能とす

ることを視野に、情報収集を進めたほうがよいという意見があった。これに対し国の動きに

ついては情報収集を行っている旨を説明し、具現化するためには、技術的問題の他、協力医

療機関の了承、新たな予算、人員等の確保が必要となる旨を説明した。 

 

 

以上 

 


